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はじめに
日本産科婦人科学会では昭和61年以来，体外受精・

胚移植等の生殖医学の臨床実施に関して登録報告制を

敷き，平成元年度に設置された「生殖医学の登録に関

する委員会」が報告内容の集計と分析を行い，これま

でに平成元年度報告書（第 1報）1），平成 2年度報告書

（第 2報）2），平成 3年度報告書（第 3報）3），および平成

4年度報告書（第 4報）4）の 4回報告を行ってきた．平成

5年度以降の生殖医学の登録・報告業務に関しては，

会告に定められた施設登録ならびに包括的調査につい

て「診療・研究に関する倫理委員会」がすべての登録

施設を対象として行い，詳細な個別調査については「生

殖・内分泌委員会」が登録施設の中の協力施設を対象

として行い，それぞれの調査結果を学会誌上に公表し

てきた5）～18）．平成11年度の倫理委員会改組に伴い，倫

理委員会は定款施行細則にある常置委員会となり，同

時に下部組織として登録・調査小委員会が設置され

た．本小委員会では平成11年度以降，倫理委員会・登

録・調査小委員会として，平成10年分，平成11年分，

平成12年分ならびに平成13年分の臨床実施成績の包括

IVF-ET：in vitro fertilization and embryo transfer 体外受精・胚移植
GIFT：gamete intrafallopian transfer 配偶子卵管内移植
ZIFT：zygote intrafallopian transfer 接合子卵管内移植
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的調査結果を報告してきた19）～21）．

平成15年度も引き続き平成14年分（平成14年 1月 1

日から同年12月31日までの期間）の体外受精・胚移植

等の臨床実施成績を全登録施設を対象に調査したの

で，ここに集計結果を報告する．また，平成16年10月

31日現在の登録施設名を末尾に掲載する．

対象と方法
平成14年 1月 1日から12月31日までに治療を開始し

たすべての症例を対象として，平成14年12月31日現在

登録されている578施設に対し，平成15年 9月24日付で

調査用紙を送付し，平成15年12月31日を提出期限とし

て回答を依頼した．

今回の調査内容は表 1～ 6に示した通り，生殖医療

（IVF-ET，GIFT，ZIFT等）ならびに非配偶者間人工授

精（AID）の実績の有無，新鮮胚（卵）を用いた治療成績

（顕微授精を除く），顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療

成績，凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績（顕微授精

によるものも含む），凍結融解未受精卵を用いた治療成

績，および非配偶者間人工授精（AID）の治療成績とし

た．内容は基本的には前年度と同様であるが，表 2，表

4に関して使用した精子について採精部位別に射精精

子・精巣上体精子・精巣精子に分類していたものを後

二者を「その他の採精精子」として一括した．

なお，妊娠例の定義は従来通り，胎�の確認された
症例（いわゆる臨床妊娠）のみに限り，妊娠反応陽性の

みのいわゆる化学的妊娠例はこれに含まないこととし

た．
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表１　平成 14 年分　生殖医学の臨床実施報告
（日本産科婦人科学会　倫理委員会 登録・調査小委員会）

登録施設名 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

郵便番号 　　　　　　　　　　　         報告者名　  　　　　　　　　　　　 

FAX 　　　　　　　　　　　               TEL 　　　　　　　　　　     

Ⅰ．生殖医療（IVF-ET，GIFT，ZIFT等）の実績の有無
　　（平成 14 年 1 月 1日～平成 14 年 12 月 31 日の期間）

Ⅱ．非配偶者間人工授精（AID）の実績の有無

Ⅲ．実施総括表
実施した手技について，「表 1」「表 2」「表 3」「表 4」「表 5」に記入して下さい．
注1）治療周期総数・ ・ ・ ・ ・ ・ ・平成 14 年 1 月 1 日から同年 12 月 31 日の間に治療を開始した症例に対する

延べ治療周期数の計
注2）妊娠数 ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  この場合，妊娠とは胎捜が確認された症例を指し，妊娠反応のみ陽性の症

例は含まない
注3）生産分娩数・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・  ・多胎のうち 1児でも生産したものは生産分娩とする
注4）出生児数・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・  ・上記の治療によって出生（生産）した児の総数
注5）妊娠後経過不明数 ・ ・  ・妊娠が確認されたが，妊娠経過を追跡できず，その帰結が不明であるもの
注6）AID 周期総数・ ・ ・ ・  ・  ・  ・平成 14 年度 1月 1日から同年 12 月 31 日の間に受精を行った症例に対する

延べ受精周期数の計

実施した

実施しなかった

実施した

実施しなかった
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表２　新鮮胚（卵）を用いた治療成績〔顕微授精を除く〕

その他：具体名記入
（　　　　　　　　　　）ZIFTGIFTIVF-ET

患者総数

治療周期総数 1）

採卵総回数

移植総回数

妊娠数 2）

流産数

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数 3）

出生児数 4）

妊娠後経過不明数 5）

表３　顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療成績

その他：具体名記入
（　　　　　　　　　　）

卵管内移植子宮腔内移植

その他の
採精精子射精精子その他の

採精精子射精精子

患者総数

治療周期総数 1）

採卵総回数

移植総回数

妊娠数 2）

流産数

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数 3）

出生児数 4）

妊娠後経過不明数 5）
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表４　凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績〔顕
微授精によるものも含む〕

卵管内移植子宮腔内移植

患者総数

治療周期総数 1）

移植総回数

妊娠数 2）

流産数

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数 3）

出生児数 4）

妊娠後経過不明数 5）

表５　凍結融解未受精卵を用いた治療成績

その他：具体名記入
（　　　　　　　　　　）

顕微授精

卵管内移植子宮腔内移植

その他の
採精精子射精精子その他の

採精精子射精精子

患者総数

治療周期総数 1）

移植総回数

妊娠数 2）

流産数

多胎妊娠総数

双胎

三胎

四胎

五胎以上

生産分娩数 3）

出生児数 4）

妊娠後経過不明数 5）
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表６　非配偶者間人工授精（AID）の治療成績

患者総数

AID周期総数 6）

妊娠数 2）

流産数

生産分娩数 3）

出生児数 4）

妊娠後経過不明数 5）

表７　平成 14 年末の登録施設数と回答率

578登録施設数

568回答施設数

98.3%回答率

498実施施設数

70実施しなかった施設数

20非配偶者間人工授精実施施設

表８　新鮮胚（卵）を用いた治療による妊娠・分娩例
報告施設数（顕微授精を除く）（平成 14 年）

ZIFTGIFTIVF-ET

717486実施施設数

38420妊娠例報告施設数

42.9%47.1%86.4%実施施設数に対する割合

36388生産分娩例報告施設数

42.9%35.3%79.8%実施施設数に対する割合

表９　顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療による妊娠・分娩例報告施設数（平成 14 年）

その他
卵管内移植子宮腔内移植

その他の精子採精精子その他の精子採精精子

526145292実施施設数

325103257妊娠例報告施設数

60.0%100.0%83.3%71.0%88.0%実施施設数に対する割合

22491242生産分娩例報告施設数

40.0%100.0%66.7%62.8%82.9%実施施設数に対する割合
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表１０　凍結融解胚を用いた治療による妊娠・分娩例報
告施設数（顕微授精によるものも含む）（平成 14 年）

卵管内移植子宮腔内移植

3317実施施設数

1230妊娠例報告施設数

33.3%72.6%実施施設数に対する割合

1204生産分娩例報告施設数

33.3%64.4%実施施設数に対する割合

表１１　凍結融解未受精卵を用いた治療による妊娠・分娩例報告施設数（平成 14 年）

卵管内移植子宮腔内移植

その他の精子採精精子その他の精子採精精子

0046実施施設数

0003妊娠例報告施設数

0.0%50.0%実施施設数に対する割合

0001生産分娩例報告施設数

0.0%16.7%実施施設数に対する割合

表１２　体外受精・胚移植等治療周期数から見た施設
数の分布（平成 14 年）

凍結融解
未受精卵

凍結
融解胚

顕微授精
（新鮮卵）

新鮮胚
（卵）治療周期

8247157306  1 ～  50

03953101 51 ～ 100

0142932101 ～ 150

031513151 ～ 200

031312201 ～ 250

0244251 ～ 300

0246301 ～ 350

0312351 ～ 400

0023401 ～ 450

0153451 ～ 500

0112501 ～ 550

0020551 ～ 600

0001601 ～ 650

0120651 ～ 700

0262701 以上

8318294487合計
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表１３　新鮮胚を用いた治療成績（顕微授精を除く）（平成 14 年）

合計ZIFTGIFTIVF-ET

24,788539524,640患者総数

34,953549634,803治療周期総数

33,849549633,699採卵総回数

96.8%100.0%100.0%96.8%採卵総回数 /治療周期総数

26,854539326,708移植総回数

7,7679317,727妊娠数

28.9%17.0%33.3%28.9%移植当たり妊娠率

22.9%16.7%32.3%22.9%採卵当たり妊娠率

1,845231,840流産数

23.8%22.2%9.7%23.8%妊娠当たり流産率

1,344261,336多胎妊娠数

1,219141,214双胎

11812115三胎

7007四胎

0000五胎以上

17.3%22.2%19.4%17.3%妊娠当たり多胎率

5,2987285,263生産分娩数

19.7%13.2%30.1%19.7%移植当たり生産率

6,44310336,400出生児数

60900609妊娠後経過不明数

表１４　顕微授精法（新鮮卵）を用いた治療成績（平成 14 年）

合計その他
卵管内移植子宮腔内移植

その他の精子採精精子その他の精子採精精子

22,900123141491,59221,022患者総数

34,824412131932,23831,968治療周期総数

33,823367131922,17131,080採卵総回数

97.1%89.1%100.0%99.5%97.0%97.2%採卵総回数 /治療周期総数

25,866132131901,69223,839移植総回数

6,775145545036,199妊娠数

26.2%10.6%38.5%28.4%29.7%26.0%移植当たり妊娠率

20.0%3.8%38.5%28.1%23.2%19.9%採卵当たり妊娠率

1,543308821,450流産数

22.8%21.4%0.0%14.8%16.3%23.4%妊娠当たり流産率

1,07320586980多胎妊娠数

96520578880双胎

104000896三胎

400004四胎

000000五胎以上

15.8%14.3%0.0%9.3%17.1%15.8%妊娠当たり多胎率

4,554105443884,107生産分娩数

17.6%7.6%38.5%23.2%22.9%17.2%移植当たり生産率

5,486135494544,965出生児数

75500241712妊娠後経過不明数
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表１５　凍結融解胚（受精卵）を用いた治療成績（顕
微授精によるものを含む）（平成 14 年）

合計卵管内移植子宮腔内移植

11,9911411,977患者総数

15,8742215,852治療周期総数

14,7502114,729移植総回数

4,09154,086妊娠数

27.7%23.8%27.7%移植当たり妊娠率

9562954流産数

23.4%40.0%23.3%妊娠当たり流産率

5551554多胎妊娠数

5141513双胎

37037三胎

404四胎

000五胎以上

13.6%20.0%13.6%妊娠当たり多胎率

2,80152,796生産分娩数

19.0%23.8%19.0%移植当たり生産率

3,29863,292出生児数

3920392妊娠後経過不明数

表１６　凍結融解未受精卵を用いた治療成績（平成 14 年）

合計

顕微授精

卵管内移植子宮腔内移植

その他の精子採精精子その他の精子採精精子

130058患者総数

130058治療周期総数

90036移植総回数

30003妊娠数

33.3%0.0%50.0%移植当たり妊娠率

20002流産数

66.7%66.7%妊娠当たり流産率

00000多胎妊娠数

00000双胎

00000三胎

00000四胎

00000五胎以上

000.0%妊娠当たり多胎率

10001生産分娩数

11.1%16.7%移植当たり生産率

10001出生児数

00000妊娠後経過不明数
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表１７　非配偶者間人工授精（AID）
の治療成績（平成 14 年）

2,521患者総数

3,649AID 周期総数

265妊娠数

51流産数

129生産分娩数

133出生児数

85妊娠後経過不明数

表１８　治療法別出生児数および累積出生児数（平成 14 年）

累積出生児数出生児数治療周期総数

55,6886,44334,953新鮮胚（卵）を用いた治療

13,3163,29913,887凍結胚（卵）を用いた治療＊

31,1855,48134,811顕微授精を用いた治療

100,18915,22383,651合計

＊凍結融解胚を用いた治療成績と凍結融解未受精卵を用いた治療成績の合計
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